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各バージョンでの主な新機能一覧

iGrafx Origins(v17.7.0) 
HACCPクリエータ(Ver 3.0.0）新機能

1. ユーザーカスタマイズ機能
2. ISO22000:2018対応
3. ナンバリング機能の拡張
4. 危害分析状況の出力
5. OPRP/CCPの単票形式対応
6. デシジョンツリー機能
7. グループ管理機能
8. アレルギー危害図形
9. 危害図形の整列配置
10. 工程辞書機能
11. 属性コピー機能
12. 辞書の一括反映

iGrafx Origins(v17.8.0) 
HACCPクリエータ(Ver 3.1.0）新機能
・Windows11に対応
・Server製品（iGrafx Platform)新バージョンに対応
・HACCPクリエータの使用フォントを
「Meiryo UI」に統一(図形・テンプレート書式)

１．HACCPクリエータの追加機能
① 業務フローのパターン機能拡張(画面)
② 業務フローのパターン機能拡張(帳票)
③ 一括取込時の入力項目簡略化(ハザード分析表)
２．HACCPクリエータ管理者キットの追加機能
①ハザード評価点算出方法の機能
②「帳票データ出力位置」画面変更
③帳票出力時の危害選択機能
④使用しない帳票の登録機能
⑤登録情報の辞書機能UP
⑥辞書データのファイル出力・取込機能
⑦図形パレットの初期表示設定
⑧図形パレットとテンプレートの複数登録
３．HACCPクリエータオプション機能
①帳票「QC工程表」の追加
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■HACCPクリエータ(Ver 3.0.0）新機能

1. ユーザーカスタマイズ機能
2. ISO22000:2018対応
3. ナンバリング機能の拡張
4. 危害分析状況の出力
5. OPRP/CCPの単票形式対応
6. デシジョンツリー機能
7. グループ管理機能
8. アレルギー危害図形
9. 危害図形の整列配置
10.工程辞書機能
11.属性コピー機能
12.辞書の一括反映
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ユーザー様自身で、入力項目名の変更、選択項目の追加・変更・削除や帳票のタイトルや項目名の変更
を行うことができるカスタマイズツール（HACCPクリエータ管理者キット）を追加しました。

1. ユーザーカスタマイズ機能

■HACCPクリエータ管理者キットで
画面上の項目名と出力帳票の項目名
などが変更できます
例.工程管理表で品質も管理する

①品質目標

②工程・品質管理表

③品質目標

HACCPクリエータ管理者キット

HACCPクリエータ画面
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各画面の項目が『ISO22000:2018』に対応したものに変更されました。
旧バージョン（ISO22000:2005）で作成されたファイルを新バージョンで開くと、
自動的にISO22000:2018に対応した項目で表示されます。

2．ISO22000:2018対応

Before

旧HACCPクリエータ
(ISO22000:2005)

新HACCPクリエータ
(ISO22000:2018)

7.4.2.1～2 ハザードの明確化 8.5.2.2.1～2 ハザードの特定

7.4.2.3 許容水準の決定 8.5.2.2.3 許容水準

7.4.3 ハザード評価 8.5.2.3 ハザード評価

After
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任意の工程図形を選択し、右方向や下方向へのリナンバリングが１アクションで可能になりました。
それに合わせて選択外図形の番号も自動調整できます。
また、番号の増分数を設定できるようになりました。

3．ナンバリング機能の拡張

（例2）選択範囲をリナンバリングすると、
選択外図形も自動調整される（例1）選択範囲のみがリナンバリングされる

「番号の抜け・重複を回避する」にチェックを

外した場合 入れた場合
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フローダイアグラムで危害図形を紐づけなくても、ハザード分析表で危害分析未済、もしくは危害
分析済の結果を出力できるようになりました。

4．危害分析状況の出力

危害分析状況の出力（ハザード分析表）

危害分析で危害がないことを確認済みの場合に
「確認済(危害なし)」を出力できます
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旧バージョンでは、OPRP/CCPプランは一覧表のみでしたが、単票形式でも出力できるようになりました。

5．OPRP/CCPの単票形式対応

OPRPプランの単票 CCPプランの単票
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HACCPクリエータ管理者キットで有効化することで、デシジョンツリー形式で管理手段が自動選定で
きるようになりました。
自動選定された後に、管理手段を手動で変更することもできます。

6．デシジョンツリー機能

危害図形のデシジョンツリー
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１つの製造工程で複数の製品を製造している場合について、１つのフローダイアグラムに、
製品ごとに工程パターンを設定し、そのパターンごとにハザード分析表を作成することができます。
また、納品先提出用や社内監査、第３者審査などでハザード分析表などを使い分けることができます。

①パターンを定義 ②パターンに工程を紐づけ ③フローダイアグラムで確認

④任意のパターンで帳票を出力

7．グループ管理機能

ハザード分析表
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危害図形に『アレルギー危害』図形を追加しました。

8．アレルギー危害図形

■他の危害図形と同様に、工程に紐付けして使います
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工程図形に設定された危害図形を再配置し整列させる機能を追加しました。

9．危害図形の整列配置
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配布ファイルを取り込むことで、危害図形の辞書と同様に、工程図形にも辞書機能が使えるように
なりました。

10．工程辞書機能

■辞書機能は「HACCPクリエータ管理者キット」から設定します

■工程図形の詳細情報から辞書を表示できます
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工程図形及び危害図形の属性内容を他の図形にコピーできる機能を追加しました。

11．属性コピー機能

図形の属性内容が
コピーされます。
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辞書の内容を変更した際に、HACCPクリエータ画面に設定されている項目を上書き変更（一括反映）
できる機能を追加しました。

12．辞書の一括反映

辞書内容に変更のある配布ファイルを
取り込み、「HACCP」メニューより
「辞書反映」を選択します。

【変更前】

【変更後】
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■HACCPクリエータ(Ver 3.1.0）新機能

１．HACCPクリエータの追加機能
① 業務フローのパターン機能拡張(画面)
② 業務フローのパターン機能拡張(帳票)
③ 一括取込時の入力項目簡略化（ハザード分析表）

２．HACCPクリエータ管理者キットの追加機能

①ハザード評価点算出方法の機能
②「帳票データ出力位置」画面変更
③使用しない帳票の登録機能
④帳票出力時の危害選択機能
⑤登録情報の辞書機能UP
⑥辞書データのファイル出力・取込機能
⑦図形パレットの初期表示設定
⑧図形パレットとテンプレートの複数登録

３．HACCPクリエータオプション機能

①帳票「QC工程表」の追加
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１-１ 業務フローのパターン機能拡張(画面)
１つのフロー上でパターンごとの工程が見やすくなりました。

パターンで色分け・並び順設定

パターン名表示
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パターン強調表示中の画面操作向上

選択した工程に
フォーカス

強調表示中の
パターンを表示

※同時に強調表示可能なパターンは5つまで

パターンは複数組み合わせて
選択・表示が可能



１-２ 業務フローのパターン機能拡張(帳票)
登録したパターンから複数の工程をまとめて出力することができます。

パターンでまとめて出力 帳票「パターンマトリクス」

フローに登録されたパターンと含ま
れる工程のマトリクス表
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出力ファイル名にパターン名を自動で追加

調理～包装工程までを
製品パターンで出力



１-３ 一括取込時の入力項目簡略化(ハザード分析表)
EXCEL「ハザード分析表」で行を追加して危害図形を増やしたい場合は、非表示列の項目を入力しなくても一括取込できます。
※但し、図表識別、工程番号、危害№（分類）は入力必須です。
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出力したEXCEL帳票の編集
（行の挿入）

必要な項目をEXCELに入力

編集したEXCELファイルの一括取込



２-１ ハザード評価点算出方法の機能
評価マトリクスを登録して、ハザードの評価点算出ができます。(JFS-B規格)

管理者キット

数値以外も
入力可能です

・四則演算による評価点
・マトリクスによる評価点

マトリクスの縦軸、横軸の項目を
決定し、項目に該当する評価点を
登録します。
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２-２ 「帳票データ出力位置」画面変更
図形タイプのドロップダウンが無くなりました。

管理者キット

項目「図形タイプ」の指定不要
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２-３ 帳票出力時の危害選択機能
ハザード分析表、ハザード管理プラン、ハザード管理プラン単票に出力する危害図形を選択できます。
例えば、B(生物)C(化学)A(アレルギー)のみハザード分析表に出力する、といったことが可能になります。

管理者キット

1.「危害の出力」列(青枠)では
ハザード分析表
ハザード管理プラン
ハザード管理プラン単票
に出力する危害情報を指定します。

2.「発生しない危害の出力」列
(緑枠)では
発生しなくても常に帳票に
出力したい危害情報を指定します。
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２-４ 使用しない帳票の登録機能
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使用しない帳票を登録することができます。
登録した帳票は帳票出力画面で表示されなくなります。

使用しない帳票を登録

管理者キットで登録

帳票出力画面に表示されなくなります



２-５ 登録情報の辞書機能UP
登録情報を辞書グループIDを使ってグルーピングすることができます。
グルーピングした辞書グループIDを使うことで、呼び出し登録時に絞り込みを行うことができます。

辞書グループIDに分けて登録

管理者キットで登録

入力画面で呼出

辞書グループIDによる
絞り込み
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２-６ 辞書データのファイル出力・取込機能
登録辞書データをEXCELファイルに出力することができます。
またEXCELで編集したデータを取り込みすることができます。

出力

取込EXCEL上で編集

図形ごとにシートが出力
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２-７ 図形パレットの初期表示設定
iGrafxテンプレートを開いた時に表示する図形パレットを指定することができます。

管理者キット

使用する図形パレットを設定

iGrafxテンプレートを開くと図形パレットも表示
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２-８ 図形パレットとテンプレートの複数登録
目的に応じた複数の図形パレットやテンプレートをひとつの配布ファイルにまとめて、メンバーに渡すことができます。

iGrafxテンプレート図形パレット

配布ファイル（*.igb）の配布

配布ファイル（*.igb）の取込
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※配布ファイルでの提供となります。
（オプション機能）

３-１ 帳票「QC工程表」の追加

QC活動を行うために「QC工程表」を使って、作業工程に関する品質管理情報などを管理することができます。
管理工程と、工程に紐づけられている品質図形の内容を一覧で出力できます。

帳票「QC工程表」
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https://igrafx.info/
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